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である CTX (HR 0.64, 95%CI 0.16-2.47)、iOC (HR 0.97, 95%CI 0.36-2.64)、iPTH (HR 
0.84, 95%CI 0.44-1.60)は有意ではなかった。また BAPは、CTX、iOC、iPTHと比較
して、日差変動および日内変動ともに最も小さかった。 
【結論】血清 BAP高値は男性維持透析患者における死亡率上昇の予測因子と考えられ
る。BAPのみがカプランマイヤー解析、Cox 比例ハザードモデルで有意となった原因
として、BAPが他の因子と比較して、日差変動、日内変動が小さいためであると考え
られた。 
 
 
